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ＤＩ月報　  No. 154

　プロトピック軟膏発売４カ月間に医療機関より自発的に報告のあった副作用情報をおしらせします。発売以

来、副作用は合計 67 症例報告されましたが、このうち「使用上の注意」に記載されていない副作用あるいは
重篤な副作用は以下のとおりです。

重篤あるいは「使用上の注意」に記載のない副作用一覧表

副作用症状名 件数 備考

接触性皮膚炎 １ 「皮膚糜爛」と報告されたが、刺激性の接触性皮膚炎と考えられた症例

知覚鈍麻 １ 塗布部位で湯が温かく感じられないとの訴えがあったが、継続使用中

眼刺激症状 ２ 回復。１例は「鼻刺激感」と同一症例

流涙 １ 回復

灼熱感（眼） １ 軽快

幻視 １ 幾何学模様が見えたが、短時間で消失

尿量減少 １ 異常発汗があり、１日１回の排尿と共に体重も約 10kg 減少したとの訴え
があったが使用継続

体重減少 １ 「尿量減少」と同一症例

発汗 ２ １例は「尿量減少」と同一症例

ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状 １ 外用後口唇腫脹、口腔内しびれ感、軽い動悸を発症した症例で、症状は短

時間で消失

眼瞼炎 １ 額から顔面にかけて小水疱が散在し、カポジ水痘様発疹症と診断されると

共に、眼瞼炎、結膜炎表層性角膜炎が診断された症例で、２週間後で軽快

結膜炎 １ 「眼瞼炎」と同一症例

表層性角膜炎 １ 「眼瞼炎」と同一症例

鼻刺激感 １ 回復。「眼刺激症例」と同一症例

カポジ水痘様発疹症 １ 顔面に出現した小水疱が増悪したため入院し、重篤と判断されたが、本剤

中止後 10 日で軽快、退院

プロトピック軟膏安全性情報

○ タキソテール注（一般名：ドセタキセル水和物）

　

効能・効果の追加 用法・用量

胃癌・頭頸部癌 通常、成人に１日１回、ﾄﾞｾﾀｷｾﾙとして 60mg/m2を（体表面積）を１時間以上

かけ３～４週間間隔で点滴静注。症状により適宜増減。１回最高量 70mg/ m2。

卵巣癌 通常、成人に１日１回、ﾄﾞｾﾀｷｾﾙとして 70mg/m2を（体表面積）を１時間以上

かけ３～４週間間隔で点滴静注。症状により適宜減ずる。

適応症追加のお知らせ



　　成分名（薬品名） 　　　　　　　　　　　　　　主な改訂内容

★ﾍﾞﾝｽﾞﾌﾞﾛﾏﾛﾝ

（ﾕﾘﾉｰﾑ錠）

警告：劇症肝炎等の重篤な肝障害（主に投与開始６カ月以内に発現、死亡等重篤な転

　　　帰に至る例あり）

　　　　→投与開始後少なくとも６カ月以内は必ず定期的に肝機能検査を行い、異常

　　　　　が認められた場合投与中止

　　　　　肝障害発生の可能性を予め患者に説明

禁忌：肝障害のある患者

重要な基本的注意：投与前に肝機能検査を実施し、肝障害のないことを確認

※ｲﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪﾝ

（ﾌﾞﾙﾌｪﾝ錠）

重大な副作用：肝機能障害（黄疸、GOT 上昇、GPT 上昇、γ-GTP 上昇等）、劇症肝炎

　　　　　　　　　　

※ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝﾅﾄﾘｳﾑ

（ﾛｷｿﾆﾝ錠）

重大な副作用：肝機能障害（黄疸、GOT 上昇、GPT 上昇、γ-GTP 上昇等）、劇症肝炎

※ﾏｼﾞﾝﾄﾞｰﾙ

（ｻﾉﾚｯｸｽ錠）

重要な基本的注意：本剤投与中に肺高血圧症が現れたとの報告あり

　　　　　　　　　食欲抑制剤の長期投与により肺高血圧症の危険性増加の報告（海

　　　　　　　　　外）

　　　　　　　　　→３カ月を超えて投与しないこと

重大な副作用：肺高血圧症

　　　　　　　→労作性呼吸困難、胸痛、失神等が現れたら投与中止

※塩酸ｱﾌﾟﾘﾝｼﾞﾝ

（ｱｽﾍﾟﾉﾝｶﾌﾟｾﾙ）

禁忌：妊婦又は妊娠している可能性のある婦人

重大な副作用：肝機能障害（GOT、GPT、γ-GTP の上昇等）、黄疸

☆ Drug Safety Update No.88 より使用上の注意改訂のお知らせ

改訂内容の重要度　★：最重要　※：重要　無印：その他

　３月２４日、ハイスコ注の含量低下が報告され、薬剤回収、当院においてもオーダ中止としていましたが、

この度使用期限を６ヶ月とした製品が供給可能となりましたので、４月２７日より再びオーダ可能としまし

た。

ハイスコ注の再オーダについて

　診療報酬改訂、保険医療機関及び保険医療養担当規則等の変更により長期投与が以下のように見直され

ました。

新薬の長期投与猶予期間　　　２年　　→　　１年

外用薬の一般的投与期間　　　７日　　→　１４日

外用薬の長期投与期間　　　１４日　　→　３０日

※ 新薬及び対象疾患追加により４月から長期投与可能となった当院常備薬

　　アダラートCR、エフピー、コバシル、ニューロタン、フリバス、フルタイド、ホクナリンテープ、
　ローコール、ファルネゾンゲル、ポルトラック、フトラフール（乳癌）、ユーエフティー（乳癌）、

　５－ＦＵ（乳癌）、フルツロン（乳癌）、フェアストン（乳癌）、アフェマ（乳癌）、

　アミノレバンEN（肝性脳症を伴う慢性肝不全）、リーバクト顆粒（肝性脳症を伴う慢性肝不全）、
　ポルトラック、エストラダーム TTS

長期投与の見直しについて



※ﾋﾟﾓｼﾞﾄﾞ

（ｵｰﾗｯﾌﾟ錠）

　　　　　　　　　※以外

禁忌：昏睡状態の患者、又はﾊﾞﾙﾋﾞﾂｰﾙ酸誘導体、麻酔剤等の中枢神経抑制剤の強い影

　　　響下にある患者（中枢神経抑制作用増強）

　　　先天性 QT 延長症候群のある患者（家族歴を含む）、不整脈又はその既往歴のあ

　　　る患者

　　　QT 延長を起こしやすい患者

1． QT 延長を起こすことが知られている薬剤投与中

2． 低カリウム血症、低マグネシウム血症

3． 著明な徐脈あり

　　　CYP3A4 阻害剤（HIV ﾌﾟﾛﾃｱｰｾﾞ阻害剤、ｱｿﾞｰﾙ系抗真菌剤、ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ、ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ）

　　　を投与中の患者

併用注意：ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂｼﾞｭｰｽ（QT 延長、心室性不整脈等のおそれ）

その他の副作用：低血圧、体温調節障害

※ｺﾊｸ酸ｼﾍﾞﾝｿﾞﾘﾝ

（ｼﾍﾞﾉｰﾙ錠・注）

重大な副作用：ショック、心原性ショック

※ｶﾝﾃﾞｻﾙﾀﾝｼﾚｷｾﾁﾙ

（ﾌﾞﾛﾌﾟﾚｽ錠）

重大な副作用：失神、意識消失（過度の血圧低下に伴う）

※塩酸ﾍﾞﾆｼﾞﾋﾟﾝ

（ｺﾆｰﾙ錠）

　　　　　　　　　※以外

重大な副作用：肝機能障害（GOT、GPT、γ-GTP の上昇等）、黄疸

重要な基本的注意：一過性の意識消失等があらわれる

その他の副作用：肝機能異常、血小板減少、歯肉肥厚

※ｵｻﾞｸﾞﾚﾙﾅﾄﾘｳﾑ

（注射用ｶﾀｸﾛｯﾄ）

重大な副作用：白血球減少、顆粒球減少

　　　　　　　［症状］発熱、悪寒等

※塩酸ﾌﾟﾛｶﾃﾛｰﾙ

（ﾒﾌﾟﾁﾝ錠・ﾐﾆ錠・ｼﾛｯﾌﾟ・ｴ

ｱｰ・ｷｯﾄﾞｴｱｰ・吸入液）

重大な副作用：ｼｮｯｸ、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状

※塩酸ﾋﾟﾚﾝｾﾞﾋﾟﾝ

（ｶﾞｽﾄﾛｾﾞﾋﾟﾝ錠・注）

禁忌：本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

慎重投与：緑内障の患者（眼圧上昇のおそれ）

重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状（発疹、蕁麻疹等）

※ﾚﾊﾞﾐﾋﾟﾄﾞ

（ﾑｺｽﾀ錠）

　　　　　　　　　※以外

禁忌：本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者

その他の副作用：肝臓（ﾄﾗﾝｽｱﾐﾅｰｾﾞが著しく上昇した場合や発熱、発疹等が同時にあ

　　　　　　　　らわれた場合は投与中止）

　　　　　　　　蕁麻疹、女性化乳房、舌のしびれ、咳、息苦しい

※ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ口腔用

（ｱﾌﾀｿﾞﾛﾝ口腔用軟膏、ﾃﾞｷｻ

ﾙﾁﾝ口腔用軟膏）

禁忌（削除）：口腔に結核性、ウイルス性、その他化膿性の感染症がある患者

原則禁忌：口腔内に感染を伴う患者

※ﾄﾘｱﾑｼﾉﾛﾝｱｾﾄﾆﾄﾞ口腔用

（口腔用ｹﾅﾛｸﾞ）

原則禁忌：口腔内に感染を伴う患者

※ﾒｼﾙ酸ﾅﾌｧﾓｽﾀｯﾄ

（注射用ﾌｻﾝ)

重要な基本的注意：ｼｮｯｸ、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状が現れることがある

　　　　　　　　　→本剤に対するｱﾚﾙｷﾞｰ歴の問診を行う

　　　　　　　　　→予めｼｮｯｸ発現時に救急処置をとれるよう準備しておく

重大な副作用：ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状（呼吸困難、気管支喘息様発作等）

※ﾒﾄﾄﾚｷｻｰﾄ

（ﾘｳﾏﾄﾚｯｸｽｶﾌﾟｾﾙ、ﾒｿﾄﾚｷｾｰﾄ

錠、注射用ﾒｿﾄﾚｷｾｰﾄ・ﾒｿﾄﾚｷ

ｾｰﾄ注射液）

　　　　ﾘｳﾏﾄﾚｯｸｽｶﾌﾟｾﾙ以外

　　※以外

　　※以外　ﾘｳﾏﾄﾚｯｸｽｶﾌﾟｾﾙ

　　　　　　　　　

重大な副作用：膵炎、骨粗鬆症、無顆粒球症、白血球減少、血小板減少、貧血

重要な基本的注意：本剤と放射線療法の併用により軟組織壊死及び骨壊死の発現頻度

　　　　　　　　　が高まる

その他の副作用（削除）：貧血、白血球減少、血小板減少

その他の副作用（削除）：貧血、白血球減少、血小板減少

その他の注意：本剤の長期投与あるいは他の抗悪性腫瘍剤との併用により、悪性リン

　　　　　　　パ腫、急性白血病、骨髄異形成症候群（MDS）等の二次発癌が発生

※ﾌﾛﾓｷｾﾌﾅﾄﾘｳﾑ

（ﾌﾙﾏﾘﾝ静注用）

重大な副作用：肝機能障害（GOT、GPT、Al-P、γ-GTP、LAP 上昇等）、黄疸

※ﾒﾛﾍﾟﾈﾑ三水和物

（ﾒﾛﾍﾟﾝ点滴用）

重大な副作用：中毒性表皮壊死症（Lyell 症候群）、皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson

　           症候群）、汎血球減少症、無顆粒球症、白血球減少、肝機能障害、黄疸

その他の副作用：ｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ低下、BUN・ｸﾚｱﾁﾆﾝの上昇



※ｸﾗﾘｽﾛﾏｲｼﾝ

（ｸﾗﾘｼｯﾄﾞ錠・ﾄﾞﾗｲｼﾛｯﾌﾟ小児

用）

重大な副作用：汎血球減少症、中毒性表皮壊死症（Lyell 症候群）、間質性肺炎

※ﾌﾙｺﾅｿﾞｰﾙ

（ｼﾞﾌﾙｶﾝｶﾌﾟｾﾙ、ｼﾞﾌﾙｶﾝ静注

用）

併用禁忌：ﾃﾙﾌｪﾅｼﾞﾝ

・ 併用によりﾃﾙﾌｪﾅｼﾞﾝ血中濃度上昇

・ 他のｱｿﾞｰﾙ系抗真菌剤（ｲﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾐｺﾅｿﾞｰﾙ）との併用により QT 延長、

心室性不整脈、外国では心停止（死亡を含む）等の心血管系副作用の

報告あり

重大な副作用：血液障害（汎血球減少症、血小板減少、白血球減少、貧血）

　　　　　　　急性腎不全

　　　　　　　肝障害（黄疸、肝炎、胆汁うっ滞性肝炎、肝壊死、肝不全等で死亡例

　　　　　　　あり）

※乾燥ｽﾙﾎ化人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

（ﾍﾞﾆﾛﾝ・献血ﾍﾞﾆﾛﾝ-I）

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ処理人免疫

ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

（献血・ｳﾞｪﾉｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ-IH）

※乾燥ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ処理人

免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

（献血ｸﾞﾛﾍﾞﾆﾝ-I）

重大な副作用：肺水腫（呼吸困難等の症状が現れたら投与中止）

※D-ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ

D-ｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ液「日研」

重大な副作用；腸穿孔、腸潰瘍、腸壊死

　　　　　　　　　（ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｽﾙﾎﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ液のｿﾙﾋﾞﾄｰﾙ懸濁液の経口投与による）

※ﾆﾌﾚｯｸ

（ﾆﾌﾚｯｸ）

重要な基本的注意：ﾏﾛﾘｰﾜｲｽ症候群、腸管穿孔、及び虚血性大腸炎を起こすことがある

　　　　　　　　　　→約 1L を投与しても排便がない場合は嘔気、嘔吐、腹痛のない

　　　　　　　　　　　ことを確認後投与再開、排便があるまで十分観察

　　　　　　　　　自宅で服用させる場合は、消化器症状（嘔気、嘔吐、腹痛等）や、

　　　　　　　　　ｼｮｯｸ、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ様症状等の副作用の説明をする

　　　　　　　　　本品の溶解液に他成分や香料を添加しない（浸透圧・電解質濃度

　　　　　　　　　の変化、腸内細菌による可燃性ガス発生の可能性あり）

重大な副作用：腸管穿孔、嘔吐による低ﾅﾄﾘｳﾑ血症（意識障害、痙攣等の出現）

ﾌﾟﾛﾎﾟﾌｫｰﾙ

（ﾃﾞｨﾌﾟﾘﾊﾞﾝ）

重要な基本的注意：長期にわたり投与する場合、特に熱傷、下痢、重度の敗血症患者

　　　　　　　　　等の亜鉛欠乏をきたすおそれのある患者においては、必要に応じ

　　　　　　　　　て亜鉛の補充を行うこと

ｿﾞﾋﾟｸﾛﾝ

（ｱﾓﾊﾞﾝ錠）

重大な副作用：精神症状・意識障害（幻覚、せん妄、錯乱、夢遊症状等）

　　　　　　　一過性前向性健忘、もうろう状態

ﾆﾄﾗｾﾞﾊﾟﾑ

（ﾍﾞﾝｻﾞﾘﾝ錠・細粒）

その他の注意：長期間ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ系薬剤（ｸﾛﾅｾﾞﾊﾟﾑ）を投与されているてんかん患

　　　　　　　者に、ﾌﾙﾏｾﾞﾆﾙ（ﾍﾞﾝｿﾞｼﾞｱｾﾞﾋﾟﾝ受容体拮抗剤）を投与して痙攣発作を

　　　　　　　誘発

塩酸ﾌﾞﾋﾟﾊﾞｶｲﾝ

（ﾏｰｶｲﾝ注）

ﾘﾄﾞｶｲﾝ

（ｷｼﾛｶｲﾝ注・液・筋注用溶解

液・ｾﾞﾘｰ・ﾋﾞｽｶｽ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟ

ﾚｰ）

塩酸ﾒﾋﾟﾊﾞｶｲﾝ

（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注）

ﾘﾄﾞｶｲﾝ・ｴﾋﾟﾈﾌﾘﾝ

（ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有）

禁忌（削除）：（ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻、表麻）血管収縮剤過敏症

慎重投与：（ﾏｰｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻）

　　　　　　脊髄癆等の患者及び脊髄・脊椎に腫瘍又は結核等のある患者

　　　　　　腹部腫瘤のある患者

　　　　　　心弁膜症等の心血管系に著しい障害のある患者

　　　　（ﾏｰ ｶ ｲ ﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝

　　　　麻、表麻）（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟ

　　　　ｽﾌﾟ ﾚ ｰ）

　　　　　　高齢者又は全身状態が不良な患者

　　　　　　心刺激伝導障害のある患者

　　　　　　重症の肝機能障害又は腎機能障害のある患者

　　　　（ﾏｰ ｶ ｲ ﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻、表麻）（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；

　　　　硬麻、浸麻・伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液）

　　　　　　非選択性β遮断薬を投与中の患者

　　　　　　抗精神病薬、α遮断薬を投与中の患者

　　　　　　分娩促進薬を投与中の患者

　　　　（ｷｼﾛｶｲ ﾝ 液・ｾﾞ ﾘ ｰ）

　　　　　　幼児

慎重投与（削除）：（ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻、表麻）

　　　　　　　　　ハロゲン含有吸入麻酔剤使用中の患者



　　　　　　　　　三環系抗うつ剤又は MAO 阻害剤服用中の患者

重要な基本的注意：

　　　（ﾏｰｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻）

　　　　麻酔範囲が広がると過度の血圧下降、徐脈、呼吸抑制のおそれ

　　　　　　　　　　　　　　→麻酔範囲に注意

　　　（ﾏｰｶｲﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻、

　　　表麻）（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液・筋注用溶解液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶ

　　　ｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）

　　　　投与に際しては十分な問診により患者の全身状態の把握と、救急処置の準備

　　　　を常時行う

　　　（ﾏｰｶｲﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻、

　　　表麻）（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）

　　　　鎮静・鎮痛薬等による呼吸抑制の発現のおそれあり

　　　　　　　→これら薬剤は少量より投与開始

　　　　　　　　　　　高齢者、小児、全身状態不良、肥満、呼吸器疾患を有する患

　　　　　　　　　　　者は特に注意

　　　（ﾏｰｶｲﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻）

　　　（ｶﾙﾎﾞ ｶ ｲ ﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）

　　　　注射針又はｶﾃｰﾃﾙが適切に位置してないと神経障害が生じることあり

　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ 含有；硬麻）

　　　　試験的に注入し注射針又はｶﾃｰﾃﾙが適切に留置されているか確認

　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；表麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟ

　　　 ﾚ ｰ）

　　　　外傷、びらん、潰瘍又は炎症部位への投与は吸収が速い

　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）

　　　　本剤投与により、誤嚥・口腔内咬傷の危険性増加

　　　　麻酔部位に応じ必要最少量使用、他のﾘﾄﾞｶｲﾝ製剤併用時は総ﾘﾄﾞｶｲｲﾝ量を考慮

　　　（ﾏｰｶ ｲ ﾝ注；伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；浸麻・伝麻）

　　　　球後麻酔、眼球周囲麻酔施行時は次の点に留意

１． 持続性の眼筋運動障害のおそれ

　　　　　　→薄い濃度、必要最少量で用い、外眼筋内注入は避ける

　　　　血管収縮剤は障害を悪化

２． 視神経鞘内への誤注は、一過性の失明、心肺停止を起こす

　　　　　　→注射針は短く、先の鈍いものを使用

併用注意：（ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有）

　　　　　　ハロゲン含有吸入麻酔薬（頻脈、不整脈、心停止）

　　　　　　三環系抗うつ薬、MAO 阻害剤（血圧上昇）

　　　　　　非選択性β遮断薬（血管収縮、血圧上昇、徐脈）

　　　　　　抗精神病薬、α遮断薬（過度の血圧低下）

　　　　　　分娩促進薬、麦角ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ類（血圧上昇）

重大な副作用：（ﾏｰｶｲﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸

　　　　　　　麻・伝麻、表麻）（ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・

　　　　　　　ﾋﾞｽ ｶ ｽ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）（ｷｼﾛｶｲﾝ筋注用溶解液はｼｮｯｸのみ）

　　　　　　　　ｼｮｯｸ（徐脈、不整脈、ﾁｱﾉｰｾﾞ、意識障害、心停止、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮｯｸ）

　　　　　　　　意識障害、振戦、痙攣

　　　　　　　（ﾏｰｶ ｲ ﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含

　　　　　　　有；硬麻、浸麻・伝麻）

　　　　　　　　異常感覚、知覚・運動障害（硬膜外麻酔では膀胱直腸障害等の神経

　　　　　　　　学的疾患）

高齢者への投与：（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）

　　　　　　　　　高齢者では生理機能低下により麻酔に対する認容性が低下

　　　　　　　　　　　　　→全身状態を観察しながら慎重投与

妊婦、産婦、授乳婦等への投与（妊産婦）：

　　　　（ﾏｰｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻）

　　　　妊娠後期の患者には投与量の減量、全身状態の十分な観察（妊娠末期は仰臥

　　　　位性低血圧を起こしやすく、麻酔範囲が広がりやすい）

　　　　（ﾏｰｶ ｲ ﾝ注；硬麻、伝麻）（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注；硬麻、浸麻・伝麻）

　　　　血管収縮剤により胎児の酸素欠乏、分娩遅延の発現のおそれあり

　　　　　　　　→血管収縮剤添加時は慎重投与

　　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；浸麻・伝麻）



　　　　旁頸管ﾌﾞﾛｯｸにより胎児の徐脈

　　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有 ；硬麻、浸麻・伝麻）

　　　　ｴﾋﾟﾈﾌﾘﾝにより胎児の酸素欠乏、分娩遅延の発現のおそれ

小児等への投与：（ﾏｰｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注ｴﾋﾟﾚﾅﾐﾝ含有）

　　　　　　　　　安全性は確立していない

　　　　　　　　（ｷｼﾛｶｲﾝ液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶ ｽ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）

　　　　　　　　　幼児（特に３歳以下）では麻酔効果把握困難のため高用量・頻回

　　　　　　　　　投与で中毒を起こす→低用量から開始

過量投与：（ﾏｰｶｲﾝ注、ｶﾙﾎﾞｶｲﾝ注、ｷｼﾛｶｲﾝ注・液・ｾﾞﾘｰ ・ﾋﾞｽｶｽ ・ﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ、ｷｼﾛｶｲﾝ

　　　　　注ｴﾋﾟﾚﾅ ﾐ ﾝ含有）

　　　　　局所麻酔薬の血中濃度の上昇に伴い中毒発現（血管内投与時には数分以内）

　　　［徴候、症状］

　　　　中枢神経系の症状

　　　　　　初期－不安、興奮、多弁、口周囲の知覚麻痺、舌のしびれ、ふらつき、

　　　　　　　　　聴覚過敏、耳鳴、視覚障害、振戦等

　　　　　　進行－意識消失、全身痙攣、低酸素血症、高炭酸ガス血症

　　　　　　重篤－呼吸停止

　　　　心血管系の症状

　　　　　　　　　血圧低下、徐脈、心筋収縮力低下、心拍出量低下、刺激伝導系の

　　　　　　　　　抑制、心室性頻脈及び心室細動等の心室性不整脈、循環虚脱、心

　　　　　　　　　停止等

　　　［処置］呼吸維持、酸素の十分な投与

　　　　　　　振戦、痙攣→ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ又は長短時間作用型ﾊﾞﾙﾋﾞﾂｰﾙ酸製剤の投与

　　　　　　　心機能抑制→ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ等の昇圧剤投与

　　　　　　　心停止→直ちに心マッサージ

適用上の注意：（ｷｼﾛｶｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）気管内チューブには噴霧しない

その他の注意：（ｷｼﾛｶｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟｽﾌﾟﾚｰ）気管内挿管後の咽頭痛、嗄声等の発現増加

ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｳﾉﾌﾟﾛｽﾄﾝ

（ﾚｽｷｭﾗ点眼）

副作用：異和感、近見視力障害、複視、視力異常（視力低下、暗黒感、一過性青視症

　　　　等）、一過性近視

塩酸ｺﾙﾎﾙｼﾝﾀﾞﾛﾊﾟｰﾄ

（ｱﾃﾞｰﾙ注）

重大な副作用：心室細動

ﾘﾄﾞｶｲﾝ抗不整脈用注射剤

（抗不整脈用ｷｼﾛｶｲﾝ注）

併用注意：ﾅﾄﾞﾛｰﾙ（ﾘﾄﾞｶｲﾝ血中濃度上昇）

重大な副作用：刺激伝導系抑制、ｼｮｯｸ（意識障害、ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮｯｸ）

　　　　　　　意識障害、振戦、痙攣

小児等への投与：安全性は確立していない

過量投与：

　　　［徴候、症状］

　　　　中枢神経系の症状

　　　　　　初期－不安、興奮、多弁、口周囲の知覚麻痺、舌のしびれ、ふらつき、

　　　　　　　　　聴覚過敏、耳鳴、視覚障害、振戦等

　　　　　　進行－意識消失、全身痙攣、低酸素血症、高炭酸ガス血症

　　　　　　重篤－呼吸停止

　　　　心血管系の症状

　　　　　　　　　血圧低下、徐脈、心筋収縮力低下、心拍出量低下、刺激伝導系の

　　　　　　　　　抑制、心室性頻脈及び心室細動等の心室性不整脈、循環虚脱、心

　　　　　　　　　停止等

　　　［処置］呼吸維持、酸素の十分な投与

　　　　　　　振戦、痙攣→ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ又は長短時間作用型ﾊﾞﾙﾋﾞﾂｰﾙ酸製剤の投与

　　　　　　　心機能抑制→ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ等の昇圧剤投与

　　　　　　　心停止→直ちに心マッサージ

ｼﾞﾋﾟﾘﾀﾞﾓｰﾙ

（ｱﾝｷﾞﾅｰﾙ散、ﾍﾟﾙｻﾝﾁﾝ錠・錠

100・L-ｶﾌﾟｾﾙ・注射液）

　　狭心症の効能あり

（ｱﾝｷﾞﾅｰﾙ散、ﾍﾟﾙｻﾝﾁﾝ錠・注

射液）

重大な副作用：眼底出血、消化管出血、脳出血等の出血傾向

その他の注意：海外において慢性安定狭心症の患者を対象にβ遮断剤、Ca 拮抗剤、及

　　　　　　　び長時間型硝酸剤投与中の本剤追加投与

　　　　　　　→「運動耐容時間」に対する本剤追加投与の効果は認められなかった

ｼﾒﾁｼﾞﾝ

（ﾀｶﾞﾒｯﾄ錠・細粒・注）

用法・用量に関する使用上の注意：

　　　　　　腹膜透析においてはｼﾒﾁｼﾞﾝの除去率はわずか（投与量の約 5%以下）

併用注意：肝薬物代謝酵素 P-450 の活性低下により代謝、排泄が遅延する薬剤

その他の副作用：幻覚



ｾﾙﾆﾁﾝﾎﾟｰﾚﾝｴｷｽ

（ｾﾙﾆﾙﾄﾝ錠）

副作用：発疹・蕁麻疹

ｼﾞｱﾌｪﾆﾙｽﾙﾎﾝ

（ﾚｸﾁｿﾞｰﾙ錠）

併用注意：ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｻｿﾞｰﾙ・ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ配合剤（血液障害があらわれることがある）

ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸ﾚﾁﾉｰﾙ

（ﾁｮｺﾗ A 注）

併用禁忌：ﾄﾚﾁﾉｲﾝ（ﾋﾞﾀﾐﾝ A 過剰症と類似した副作用症状を起こす）

ｴﾁﾄﾞﾛﾝ酸二ﾅﾄﾘｳﾑ

（ﾀﾞｲﾄﾞﾛﾈﾙ錠）

その他の副作用：消化不良（胃もたれ感）、胸痛、脱毛、関節痛、振戦

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒｽﾀｯﾄ・ｵﾀｽﾀｯﾄｶﾘ

ｳﾑ

（ﾃｨｰｴｽﾜﾝｶﾌﾟｾﾙ）

警告：劇症肝炎等の重篤な肝障害が起こることがある

　　　　　　　　　　　　　→肝障害の早期発見に努める

重大な副作用：急性腎不全、嗅覚脱失、消化管出血

その他の副作用：めまい、ふらつき、血糖値上昇

乾燥弱毒生風しんワクチン 接種対象者（削除）：小学校1 年生等

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ処理人免疫ｸﾞ

ﾛﾌﾞﾘﾝ

（献血・ｳﾞｪﾉｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ-IH）

重大な副作用：喘息様症状（ｼｮｯｸ）

その他の副作用：喘息様症状、咳嗽、四肢痛、関節痛、背部痛、CPK 上昇、ほてり、不

　　　　　　　　機嫌

乾燥ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ処理人免

疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

（献血ｸﾞﾛﾍﾞﾆﾝ-I）

重大な副作用：喘息様症状（ｼｮｯｸ）

その他の副作用：汗疱、Al-P の上昇、筋肉痛、背部痛、CPK 上昇、ほてり、不機嫌、

　　　　　　　　喘息様症状、咳嗽

注射用乾燥ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ-α

（ｵｰｱｲｴﾌ）

その他の副作用：糖尿病性網膜症の憎悪、眼底白斑、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値の異常


